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編集後記 脊椎脊髄ジャーナル
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今年の夏は異常気象が続いています．7 月には西日本豪雨の

ために多くの被害が発生し，その後の台風 12 号は日本列島を東

から西へ横断する異例のコースをとりました．また，7 月下旬

から 8 月にかけて異常高温が各地で記録され，私の住んでいる

名古屋でも観測史上初の 40℃を記録しました．このような度重

なる異常気象は地球温暖化が原因ともいわれており，今後も増

え続けるのか気になるところです．ともかく本誌が皆様のお手

元に届く 9月には，気候が安定することを切に願っています．

さて，今月号の特集テーマは青木茂樹先生の企画による「画

像診断の別の貌―定量化と正常値のまとめ，適正使用と被曝」

です．少し難解なタイトルですが，今まで本誌において触れら

れることがなかった重要なテーマを多く含んでいます．画像検

査は患者さんや私たち医療従事者にとって診断を進めるにあた

り，なくてはならない重要な検査です．しかし，画像検査の負

の側面として放射線被曝，医療費の高騰などの問題が挙げられ

ます．特にわが国では他国に比べ，CT や MRI などの診断装置

が広く普及しており，検査費用も相対的に安価なため，安易に

検査が行われる傾向があり，その結果，画像診断による放射線

被曝が飛び抜けて多いことが問題になっています．この特集で

は，画像診断の別の貌というテーマに基づき，はじめに各種画

像検査の標準化・定量化について述べられ，さらに医療費や被

曝の観点から適正使用について記載されています．画像診断の

利点と欠点についていかにバランスをとるかについてあらため

て考えるよい機会になると思います．

Nomade では植山和正先生が「中国との交流から見た日本」

というテーマで寄稿されています．長年にわたる中国各地の疫

学調査や医療協力の経験から，中国の医療事情の変化や日本の

医療の問題点を指摘され，読み応えのあるエッセイとなってい

ます．

最後に私事になりますが，今年の 11 月 22 日，23 日に名古屋

駅に近接するウィンクあいちを会場に，第 53 回日本脊髄障害医

学会を開催させていただきます．この会は整形外科，脳神経外

科，神経内科，泌尿器科，リハビリテーション科など複数の科の

医師やコメディカルスタッフにご参加をいただき，脊髄障害に

ついて議論していただく学際的な会です．今回のテーマは「脊

髄損傷の急性期治療を見直す」です．脊髄損傷については本誌

の特集においても何度か取り上げられておりますが，本学会へ

の皆様のご参加をお待ちしております．

（高安正和）
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